
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
‣信仰の山から、観光の山 

となった。多くの人が目指 

すのは“はげ山”の頂上だ 

◂産業廃棄物の不法 

投棄が後を絶たない 

 

富士山の劣化は、私たちの故郷で

も起こっていることと重なってい

る。「富士山学」を通して、富士山

と故郷を、改善・再生していくた

めの具体的なアプローチを考えて

ほしい。それぞれが自らの社会的

な役割を明確にし実行してほし

い。そうすれば、富士山が変わる

ときには故郷も変わり、日本全体

も変わる！   （本文より） 
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富士山の実態を知り尽くす・渡辺豊博著 

富士山の光と影  

−傷だらけの山・富士山を、日本人は救えるのか!?− 
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このまま２年後に、 

世界文化遺産登録抹消の危機を迎えるのか!? 

本件の問い合わせ先：清流出版・出版部 松原淑子 

〒101-0051東京都千代田区神田神保町3-7-1 

TEL03-3288-5405／FAX03-3288-5340／email：matsubara@seiryupub.co.jp 

 

 

実はめでたいばかりではない、問題山積の富士山。 

世界文化遺産登録に尽力し、現場最前線で環境保全を 

訴え続ける渡辺教授からの 

厳しい警告と対処法がこの１冊に集約!！ 
❖ ❖ ❖ 

日本人が愛してやまない富士山を更に理解し、 

これから私たちに何ができるのかを問いかける。私たちは富士山を守れるのか！ 

 
 

 


